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的
確
に
反
映
さ
せ
、
経
営
改
革

の
検
討
を
図
る
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管

理
）
を
見
直
し
、
25
年
度
か
ら

の
受
水
単
価
を
北
千
葉
広
域
水

道
企
業
団
と
協
議
す
る
。
ま

た
、
水
道
料
金
改
定
の
要
否
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　
下
水
道
事
業
に
関
し
て
は
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

交
付
要
件
を
満
た
す
経
営
戦
略

を
策
定
す
る
。
下
水
道
料
金
改

定
の
要
否
の
検
討
、
流
域
下
水

道
事
業
の
維
持
管
理
負
担
金
の

単
価
改
定
を
進
め
る
ほ
か
、
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理
と
更
新

を
一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入

可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
今
後
は
▽
11
月
下
旬
＝
現
行

計
画
の
経
過
報
告
と
総
括
、
素

案
の
全
体
像
の
提
示
▽
25
年
２

月
上
旬
＝
骨
子
案
の
提
示
▽
５

月
下
旬
＝
新
計
画
案
の
提
示
▽

７
月
下
旬
＝
諮
問
▽
９
月
上
旬

＝
新
計
画
案
の
答
申
案
提
示
▽

11
月
下
旬
＝
新
計
画
案
の
答
申

▽
12
月
下
旬
＝
新
計
画
公
表

―
を
予
定
し
て
い
る
。

　
柏
市
上
下
水
道
局
は
24
日
、
２
０
２
４
年
度
第

１
回
上
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
を
上
下
水
道
局

庁
舎
４
階
４
０
１
・
４
０
２
会
議
室
で
開
催
し

た
。
「
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
下
水
道
事
業

中
長
期
経
営
計
画
」
に
つ
い
て
、
次
期
計
画
の
策

定
に
際
し
て
統
合
す
る
方
針
だ
。
24
年
度
か
ら
現

行
計
画
の
改
訂
作
業
を
進
め
、
25
年
12
月
下
旬
に

次
期
計
画
を
公
表
す
る
予
定
。
次
期
計
画
の
期
間

は
26
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
。
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
、
官
民
連
携
手
法
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
導
入
を
検
討
す
る
。

柏市上下水道局

上
下
水
道
計
画
を
統
合

　

下
水
道
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

　
（
一
社
）
習
志
野
市
イ
ン
フ

ラ
協
議
会
は
24
日
、
習
志
野
市

立
袖
ヶ
浦
西
小
学
校
４
年
生
を

対
象
と
す
る
習
志
野
市
制
施
行

70
周
年
記
念
出
前
授
業
を
、
同

校
２
階
少
人
数
指
導
教
室
で
開

　
次
期
計
画
の
経
営
戦
略
に

は
、
今
後
の
人
口
減
少
な
ど
を

加
味
し
た
料
金
収
入
、
将
来
の

更
新
費
用
、
物
価
上
昇
な
ど
を

　
県
企
業
局
は
、
２
０
２
６
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で
を
期
間
と

す
る
次
期
県
営
水
道
事
業
中
期

経
営
計
画
に
つ
い
て
、
26
年
３

月
ま
で
の
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。
19
日
の
６
月
定
例
議
会
代

表
質
問
で
、
関
政
幸
議
員
（
自

由
民
主
党
千
葉
県
議
会
議
員

会
）
に
よ
る
質
問
の
答
弁
に
立

っ
た
穴
澤
幸
男
副
知
事
は
「
次

期
計
画
の
策
定
に
向
け
、
施
設

の
老
朽
度
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
事
業
量
の
精
査
を
進
め
て
い

る
。
経
営
の
健
全
性
を
確
保
し

つ
つ
施
設
な
ど
の
更
新
・
耐
震

化
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
徹
底
し
た
支
出
の
見
直

し
に
加
え
、
企
業
債
の
積
極
的

な
活
用
や
水
道
料
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
」と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
関
議
員
は
、
答
弁
を
受
け
て

「
水
道
事
業
に
と
っ
て
は
、
安

全
な
水
を
安
定
し
て
届
け
続
け

る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
」
と

指
摘
。
健
全
な
財
務
基
盤
を
確

保
し
、
必
要
な
管
路
や
施
設
の

更
新
・
耐
震
化
を
進
め
、
一
層

の
安
全
性
向
上
に
努
め
る
よ
う

求
め
た
。

　
現
行
計
画
は
、
21
年
３
月
の

策
定
。
計
画
期
間
は
、
21
年
度

か
ら
25
年
度
ま
で
。

　
23
年
度
の
純
利
益
に
つ
い
て

75
億
円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

動
力
費
、
薬
品
費
、
委
託
料
な

ど
の
増
加
に
よ
り
、
23
年
度
決

算
に
お
け
る
純
利
益
は
58
億
円

と
な
る
見
通
し
。
さ
ら
に
、
管

路
や
施
設
の
更
新
な
ど
に
伴
い

減
価
償
却
費
が
増
加
す
る
た

め
、
26
〜
30
年
度
の
次
期
計
画

期
間
に
お
け
る
事
業
を
当
初
の

想
定
通
り
実
施
す
る
場
合
、
収

支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
は
困
難

と
な
っ
て
い
る
。

　
現
行
計
画
の
財
政
収
支
見
通

し
に
お
け
る
、
次
期
計
画
期
間

の
資
本
的
支
出
は
、
建
設
改
良

費
２
５
８
６
億
円
を
含
む
３
３

０
２
億
円
。

　
次
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
外

部
有
識
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
直
営
で
取
り
ま
と
め
る
。

策
定
に
向
け
て
は
、
年
内
に
骨

子
案
、
25
年
に
計
画
案
を
作
成

し
、
25
年
度
下
半
期
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う
予
定

だ
。

　
千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

協
同
組
合
（
寺
田
裕
之
理
事

長
）
は
21
日
、
千
葉
市
内
の
組

合
会
議
室
で
、
技
術
懇
談
会

（
第
１
部
）
と
技
術
研
修
会

（
第
２
部
）
を
開
き
、
組
合
員

20
人
が
出
席
。
技
術
懇
談
会
で

は
、
２
０
２
４
年
度
組
合
認
定

工
場
検
査
の
総
評
、
認
定
審
査

結
果
報
告
に
引
き
続
き
、
対
象

と
な
る
16
社
に
認
定
証
を
交

付
。
技
術
研
修
会
で
は
、
ポ
ゾ

リ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
混

和
剤
営
業
本
部
東
日
本
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
営
業
部
の
高
木
智

規
氏
ら
を
講
師
に
招
き
、
「
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
業
界
に
お
け
る
市

場
の
動
向
／
新
た
な
取
り
組
み

と
対
応
す
る
材
料
」
を
テ
ー
マ

に
話
を
聴
い
た
。

　
同
組
合
の
認
定
工
場
制
度

は
、
１
９
８
７
年
度
か
ら
共
同

受
注
販
売
事
業
の
一
環
と
し
て

開
始
。
当
該
製
品
の
品
質
の
向

上
と
均
一
化
を
目
的
に
、
各
工

場
を
技
術
委
員
が
実
地
検
査

し
、
認
定
工
場
推
進
委
員
会
で

の
厳
正
な
審
査
を
経
て
適
格
工

場
を
認
定
す
る
も
の
。
認
定
工

場
審
査
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
外
観
、
形
状
寸
法
、
強

度
試
験
か
ら
管
理
書
類
な
ど
を

確
認
。

　
16
工
場
が
受
審
し
た
本
年
度

の
認
定
工
場
検
査
は
、
５
月
22

日
か
ら
技
術
委
員
７
人
に
よ

り
、
10
日
間
を
か
け
て
実
施
。

認
定
区
分
は
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト

製
品
が
４
工
場
、
ポ
ル
ト
ラ
ン

ド
セ
メ
ン
ト
等
製
品
が
12
工

場
。
認
定
品
目
は
「
千
葉
県
型

側
溝
（
本
体
）
」
が
16
工
場
、

「
千
葉
県
型
側
溝
ふ
た
」
が
13

工
場
、
「
長
尺
Ｕ
形
」
が
12
工

場
。
審
査
の
結
果
と
し
て
、
受

審
し
た
16
工
場
す
べ
て
を
認
定

し
た
。
（
２
面
に
認
定
工
場
一

覧
）技

術
的
な
力
量
高
さ

求
め
ら
れ
る
時
代
に

　
技
術
懇
談
会
の
冒
頭
で
寺
田

理
事
長
（
認
定
工
場
推
進
委
員

長
）
は
、
今
後
の
業
界
を
取
り

巻
く
社
会
的
要
因
に
対
し
て

「
我
々
は
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
い
く
の
か
を
、
真
剣

に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
と

な
っ
た
」
と
言
明
。
「
今
ま
で

以
上
に
、
技
術
的
な
力
量
の
高

さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
」
と
の
見
通
し
を
示
し
「
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
（
技
術
研

修
会
な
ど
の
）
学
び
の
場
を
深

め
て
頂
き
た
い
」
と
呼
び
か

け
、
あ
い
さ
つ
と
し
た
。

　
次
い
で
、
技
術
委
員
会
の
花

澤
耕
一
委
員
長
が
、
本
年
度
の

組
合
認
定
工
場
検
査
結
果
に
つ

い
て
「
過
去
の
認
定
工
場
検
査

の
中
で
も
最
高
の
成
績
だ
っ

た
」
と
総
評
。
引
き
続
き
、
寺

田
理
事
長
か
ら
の
認
定
証
交
付

に
移
っ
た
。

【
技
術
懇
談
会
出
席
者
】

　
▽
寺
田
裕
之
（
理
事
長
、
㈱

テ
ラ
コ
ン
）
▽
花
澤
耕
一
（
技

術
委
員
長
、
㈱
花
澤
工
業
所
）

▽
高
戸
義
尚
（
花
沢
建
材
工
業

㈱
）
▽
加
瀬
真
二
（
同
）
▽
岡

野
健
一
（
千
葉
窯
業
㈱
）
▽
髙

尾
直
哉
（
㈲
三
滝
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
）
▽
菅
　
大
翔
（
同
）

▽
浅
野
吉
朗
（
千
葉
コ
ン
ク
リ

ー
ト
㈱
）
▽
小
松
幹
敬
（
三
洋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
）
▽
野

地
健
太
郎
（
同
）
▽
多
田
純
也

（
北
村
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

㈱
）
▽
平
野
哲
也
（
平
野
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
）
▽
寺
田
玲

寛
（
㈱
テ
ラ
コ
ン
）
▽
北
山
浩

平
（
シ
テ
ィ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
）
▽
伊

藤
　
進
（
㈱
林
建
材
）
▽
澁
谷

祐
二
（
時
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
㈱
）
▽
小
泉
春
雄
（
小
泉
建

材
興
業
㈱
）
▽
草
間
光
男
（
共

栄
建
材
工
業
㈱
）
▽
武
原
　
淳

（
同
）
▽
新
木
康
之
（
京
相
製

管
㈱
）

◇

　
千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

協
同
組
合
が
認
定
品
目
と
し
て

い
る
「
千
葉
県
型
側
溝
及
び

蓋
」
は
、
１
９
８
７
年
度
に
県

土
木
部
（
現
・
県
県
土
整
備

部
）
が
設
計
及
び
施
工
管
理
の

合
理
化
を
図
る
た
め
、
側
溝
及

び
側
溝
ふ
た
の
基
本
タ
イ
プ
を

「
千
葉
県
型
規
格
」
と
し
て
制

定
。
89
年
度
に
深
溝
タ
イ
プ
の

種
類
を
追
加
し
、
99
年
度
に
自

動
車
荷
重
Ｔ
―
25
へ
の
規
格
改

正
を
経
て
現
行
規
格
と
し
た
。

ま
た
「
長
尺
Ｕ
形
」
は
、
93
年

度
に
県
農
林
水
産
部
に
よ
り
、

施
工
管
理
で
の
互
換
性
や
製
造

の
合
理
化
な
ど
を
目
的
に
規
格

化
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
０
２
年
度
に

県
土
木
部
（
当
時
）
に
お
い

て
、
千
葉
県
型
製
品
な
ど
を
エ

コ
セ
メ
ン
ト
の
原
則
使
用
と

し
、
認
定
工
場
を
エ
コ
セ
メ
ン

ト
製
品
に
限
定
し
て
普
及
を
促

進
。
06
年
度
に
は
、
県
が
土
木

工
事
標
準
仕
様
書
等
の
改
定
に

よ
り
「
エ
コ
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
次
製
品
の
使
用
の
明

示
及
び
確
認
」
と
し
た
こ
と
か

ら
、
使
用
セ
メ
ン
ト
を
エ
コ
セ

メ
ン
ト
と
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ

ン
ト
等
に
区
分
し
て
認
定
を
実

施
。
今
回
の
認
定
工
場
審
査
で

は
、
各
工
場
の
担
当
者
に
よ
る

迅
速
か
つ
的
確
な
応
対
に
よ

り
、
日
頃
か
ら
品
質
管
理
を
十

分
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

16
工
場
に
組
合
認
定
証

　

審
査
結
果
は「
過
去
最
高
」

寺
田
理
事
長

花
澤
・
技
術
委
員
長

第
２
部
で
の「
技
術
研
修
会
」

支
出
の
徹
底
見
直
し
必
要

　

次
期
水
道
中
期
計
画
を
策
定

県企業局

催
し
た
。
３
時
限
目
に
合
わ
せ

て
実
施
し
、
児
童
30
人
が
出

席
。
出
前
授
業
は
、
２
０
１
９

年
か
ら
開
催
。
岩
井
健
会
長

（
㈱
サ
ク
ラ
設
備
）
は
「
児
童

た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
授
業
を

受
け
て
い
る
姿
を
見
て
い
る

と
、
開
催
し
て
良
か
っ
た
と
感

じ
る
」
と
の
思
い
を
明
か
し
、

「
普
段
と
は
異
な
る
学
習
を
体

験
し
、
１
人
で
も
多
く
、
設
備

業
界
の
担
い
手
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
村
山
な
ほ
氏
（
テ
ラ
ル
㈱
）

が
「
水
を
届
け
る
」
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
行
っ
た
。
家
庭
に
水

道
水
が
届
く
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

な
ど
を
説
明
し
た
ほ
か
、
送
水

方
法
に
つ
い
て
推
理
す
る
ク
イ

ズ
を
実
施
。
児
童
同
士
が
相
談

し
な
が
ら
回
答
を
導
き
出
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
実
物
の
パ
イ

プ
を
用
い
て
、
送
水
実
験
や
揚

水
実
験
を
行
っ
た
。

　
児
童
か
ら
は
「
高
層
ビ
ル
に

は
ど
の
よ
う
に
水
を
届
け
る
の

か
」
「
水
の
中
に
あ
る
ポ
ン
プ

の
金
属
部
分
は
錆
び
な
い
の

か
」
「
パ
イ
プ
の
種
類
を
知
り

た
い
」
な
ど
、
活
発
に
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
次
回
の
出
前
授
業
は
27
日
、

香
澄
小
学
校
で
開
催
す
る
。

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
自
動
車

事
故
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
久
し

い
。「
運
転
が
不

安
に
な
っ
た
」
な

ど
の
理
由
で
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
75
歳
以
上

の
高
齢
者
は
、
２
０
２
３
年
で

は
約
26
万
人
に
上
っ
た
が
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
は
後
を
絶
た

な
い
の
が
現
状
だ
。
翻
っ
て
我

が
事
と
し
て
も
、
い
ず
れ
返
納

す
べ
き
時
期
を
き
ち
ん
と
見
極

め
た
い
も
の
だ
▼
警
視
庁
に
よ

る
と
、
75
歳
以
上
の
運
転
者
の

死
亡
事
故
は
23
年
に
３
８
４
件

と
な
り
、
３
年
連
続
で
増
加
し

た
。
免
許
証
を
持
つ
10
万
人
当

た
り
の
死
亡
事
故
は
５
・
３
件

で
、
75
歳
未
満
の
２
倍
に
上
る

▼
事
故
原
因
は
、
ハ
ン
ド
ル
操

作
の
ミ
ス
や
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア

ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
な
ど
が

目
立
ち
、
身
体
能
力
や
認
知
機

能
の
低
下
な
ど
が
う
か
が
え
る

事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う

▼
「
高
齢
者
の
事
故
が
多
い
か

ら
運
転
を
や
め
た
ほ
う
が
い

い
」
と
家
族
な
ど
に
促
さ
れ
、

し
ぶ
し
ぶ
免
許
証
を
返
納
す
る

話
は
巷
間
よ
く
耳
に
す
る
。
そ

う
は
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
運

転
を
や
め
ら
れ
な
い
事
情
の
あ

る
高
齢
者
も
多
い
。
車
が
な
い

と
、
買
い
物
や
病
院
へ
の
通
院

も
で
き
な
い
な
ど
だ
。
一
朝
一

夕
に
は
い
か
な
い
に
せ
よ
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
は
公
的
な
対
策

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
▼
筆

者
の
父
親（
故
人
）も
か
な
り
の

高
齢
ま
で
運
転
を
や
め
ず
、
家

族
な
ど
周
囲
を
や
き
も
き
さ
せ

た
。
幸
い
大
き
な
事
故
に
は
至

ら
な
か
っ
た
が
、
や
め
る
ま
で

の
何
年
間
か
は
小
さ
な
物
損
事

故
を
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
て
い

た
▼
そ
れ
で
も
、
免
許
更
新
前

の
高
齢
者
講
習
や
認
知
機
能
検

査
な
ど
を
受
け
れ
ば
、
問
題
な

し
と
判
定
さ
れ
、
本
人
は
意
気

揚
々
と
自
宅
へ
戻
っ
て
き
た
。

家
族
と
し
て
は
、
講
習
や
検
査

の
結
果
い
か
ん
に
か
か
わ
ら

ず
、
教
習
所
な
り
警
察
な
り
で

早
く
返
納
し
た
方
が
よ
い
旨
を

諭
し
て
ほ
し
か
っ
た
が
、
そ
う

は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
▼
一

口
に
高
齢
者
と
い
っ
て
も
、
そ

の
能
力
や
機
能
に
個
人
差
が
あ

る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
れ
で
も
あ
る
程
度
の
年
齢
に

達
し
た
時
点
で
返
納
を
強
く
推

奨
す
る
制
度
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
▼
人
命
に
か
か

わ
る
事
故
は
、
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
。
運
転
し
な
く
て
も
安

心
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ

く
る
の
は
、
政
治
や
行
政
は
も

ち
ろ
ん
、
私
た
ち
す
べ
て
に
課

せ
ら
れ
た
義
務
で
も
あ
ろ
う
。

熱心に揚水実験へ参加する児童たち

村
山
氏
が
講
師
を
務
め
た

習志野市インフラ協

設備業界に興味持って
袖ヶ浦西小で記念出前授業
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